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サムアーニーとメルヴの村々

12世紀の一アーリムによる村落訪問とその目的

西　村　淳　一

は　じ　め　に

　ホラーサーン地方の都市メルヴ1）出身のアーリム，サムアーニー　（A臆Sa‘d‘Abd　al－

Karim　b，　Mubammad　b．　Man頒r　al－Tamimi　al－Sam‘anl　al－Marwazi，　h．562年（1166

年）没）2＞によって著されたKitdbα1－A　nsdib（本稿ではAnsabと略記）3）は，本来ウラ

マーが持つニスバ4）の派生源を説明した人名辞典であるが，その派生源に地名が多く含まれ

ていることから地名辞典的な性格を持ち合わせていることで知られている5）。とりわけ著者

の故郷メルヴに関連する地名，とくに都市メルヴ周辺の小都市，村落の名前に関しては記述

が多く，それらにちなむニスバが169個も収録されている　　　この169個のうち都市

（balda）にちなむものは2つのみであり，残り玉67個は全て村落（qarya）にちなむものな

ので，以降この169個に言及する場合は「メルヴの村名ニスバ」とのみ記す一。メルヴ

の地域的広がり一本稿ではこれを便宜的に「メルヴ都市圏」と呼ぼう一を知る貴重

な手がかりであるこれらの記述は，ジュコーフスキー（Zhukovskil，　v．　A．）6）をはじめとし

1）　この三三の名は，アラビア語ではマルウ，ペルシア語ではマルヴとカナ転写される。　しかし本

　稿では通例に従い，全てメルヴと袈記した。

2）　シャーフィイー派の法学者にして系譜学者。またDhayl　T酔乞肋Bαg再認やTσ合引ル勉γωと

　いった地方史文献の著者でもある。彼の経歴や著作等についてはBrockelmann　1937，　S－1：565；

　Muwaffaq　1996；Naji　Salim　1975；Sellheim　1995；al－Zirikli　1996，4：55等を参照せよ。また

　多くのウラマーを輩出したサムアーニー家についてはHalm　1974：85－88を参照のこと。

3）Ansabには今のところ4種類の刊本があるが，本稿ではバールーディー（a1－BarUdl，‘Abd

　Allah‘Umar）編のベイルート版とマルゴリウス（Margoliouth，　D．　S．）編のライデンーロンドン

　版（大英博物館所蔵写本ファクシミリ版。本稿ではAnsab（M）と略記）を利用する。

4）　アラビア語文法で雷うところの　「関係の名詞　（a1－asma’al－mansaba）」　［ライト1987，1：

　220］が人物に用いられ，その結びつきの強さのために事実上その人物の名前の～部となったもの

　がいわゆるニスバ（nisba）である。派生源である単語に語尾一1一より厳密には一iyyunだが

　本稿では略記一を付することによって形成され，それを持つ人物が起源，血統，出自，派閥，

　職業などに関して派生源の語の意味するものに所属または関連していることを増す。

5）Ansabの地名辞典的性格については西柑2005を参照せよ。

6）Zhukovskil　l894はメルヴの歴史地理研究の古典的名著であるが，残念ながら入手も参照も極

　めて困難である。筆者は一一度だけこの書に邑を通したが精読することはできなかった。
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て研究者らによりたびたび集成，紹介されている［a1一耳adithi　1990；346－376；Kamaliddi－

nov　1993：28　一42；Volin　1939；Zhul〈ovskil　1894］7）．

　ところで，これらメルヴの村名ニスバの説明記事には，著者サムアーニー霞身の移動の記

録が付記されている場合がある。その一例として，Ansabの記述形式の紹介も兼ねて，バ

シ＝バキー（aレBashbaq1）というニスバの説明記事を以下に引用してみよう　［Ansab　1：

356－357；Ansab　（M）：f．　82　a］．

　　バシ＝バキー（aレBashbaq1）：　2っのba’〔の文字〕の間の，点を打たれた無母音のshin〔の文

　　字〕，および最後のqaf〔の文字｝で〔表される〕8）。このニスバはバシュバ（Bashba）にちなむ。そ

　　れはメルヴの村々の1っで，〔都市）メルヴから5ファルサフ（触30km）のところに位置する9）。そ

　　の出身’者にはアブー・アルハサン・アリー・プン・ムハンマド・プン・アルアッバース・プン・

　　アフマド・プン・アルハサン・プン・アリー・アルバシュバキー（AbU　al一二asan‘Ali　b．　M癖am－

　　mad　b．　al一‘Abbas　b．　A草mad　b．　al一転asan　b．　‘Ali　al－Bashbaql）IG）がいる。彼は敬度（salib）で

　　禁欲的（zahid）なシャイフであり，呪文（a1－ruqan）や護符（a1－ta‘awidh）を書いていたll）。

　　彼はアブー・アブド・アッラーフ・ムハンマド・プン・アルファ5”ル・プン・ジャーファル・ア

　　ルハラキー（Abu‘Abd　Allah　Muりam臓ad　b．　al－Fadl　b．　Ja‘far　al－K：haraql）12），アブー・アル

　　ファドル・ムハンマド・プン・アフマド・プン・アビー・アルハサン・アルアーリフ　（AbB　a1－

　　Fadl　Mu尊ammad　b．　A添mad　b．　Abi　al一輩asan　al一‘Arif）13），アブー・ムハンマド・カームカー

　　ル・プン・アブド・アッラッザーク・アルアディープ　（AbU　Mubammad　K：amkar　b．‘Abd　al－

　　Razzaq　al－Adib）14）などから〔ハディースを〕聞いた。私（サムァー＝一）は〔メルヴの〕カム

　　サーン（Kamsan）村において彼のもとでハンナード・プン・アッサリー（Hannad　b、　a1－Sari）15）

7）　なおMefta垣1992：100－128；Ranjbar　1343　K：h．：238　一　247では，　Ansabでなく主にMu‘jam

　に依拠しっっ，メルヴの瀬々の名を列挙している。

8）「2つの～」で始まるこの一文は，この＝スパの綴りと読み方について説明している。なお本稿

　の引用文中における〔〕内の表現は筆者による補足，（）内の語は筆者による雷い換えあるいは

　原文中の表現を示す。同じく引用文中のコOン（：）や下線は筆者によって便宜的に付されたも

　のである。

9）　この文章から明らかなように，メルヴは都帯そのものの名前であると同時に都市周辺の村落を

　盒む《都市圏》（と呼びうる地域的広がり）の名前でもある。

10）　彼についてはMuntakhab　2：1254　一　1255；Tabbir　1：583－584にも伝記記事が収録されてい

　る◎それによれば彼の没年はh．543年シャッワー一一ル月22日（1149年3月5日）である。

11）Muntakhab　2：1255；Tabblr　1：583ではこの文章の後に　「村々の人々は彼を信じていた

　（ya‘taqidu　fi－hi　a王一nas　min　ahl　aレqura）」と記されている（Tabblrではahlは雀略されてい

　る）。寸々におけるウラマーの役割を考えさせられる内容である。

12）　彼についての詳縮は不明。

13）彼についての詳網は不明。

14）　彼についての詳細は不1明。

15）　h，243年（857年）没。彼についてはBrockeimann　1937，　S－1：258を参照。
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著型励al－Zuhdを読んだ。またバシュバク（ママ）村において〔詠じく｝彼のもとで諸ハディース

　　（abadlth）を読んだ。彼はh．544年ムハッラム月（1149年5－6月）に彼の村（バシュバ村）で

　　亡くなった16）。〔亡くなったとき彼は〕100歳を越えていた。

このようにこの記事にはニスバの説明とともにそのニスバを持つアリーなるアーリムの伝記

記事が収録されており，サムアーニー自らメルヴ都市圏のカムサーン村およびバシュバ村を

訪れて彼から本やハディースを教えてもらった旨が記されている。この手の記述は他の村

名ニスバの説明記事においても少なからず見うけられる。またAnsabとは別の彼の著作で

あり彼の学問の師を対象とした人名録であるα1一一Muntakhab漉π漁知規α1－Shuydehh（本

稿ではMuntakhabと略記）やα1－Ta！lbir　fiαZ－M％知祝al－Kabir（本稿ではTabbirと略

記）17）においても，彼が師を訪ねてメルヴの村々を訪れたことが記されている。

　このような村落訪問記録は以下の二点において興味深い。

　第一に，それが旅における移動ではなく定住地における日常生活での移動を証言している

という点である18）。サムアーニー自身や彼の著作を扱った先行研究では，イラクやシリアや

ヒジャーズといった，ホラーサーンから遠い諸地方へ遊学したことが注目されている一一方，

このようなメルヴ都市圏内での移動はほとんど無視されている三9＞。また一般にイスラーム世

界のウラマーの《移動性》に関する研究では，地域問交流の実態，あるいはイスラーム世界

の一体性を捉えるべく巡礼や遊学のような広域移動を重視する場合が多く，ある特定の地域，

それも都市とその周辺村落から構成されるような小さな地域の内部における移動は十分に検

討されていない20）。

16）彼の没年については史料間で違いがみられる。上記註10を参照。

17）Muntakhab，丁的bir両史料の性格についてはそれぞれの編者による序文Muwaffaq　1996；

　Naji　Salim　1975を参照のこと。ちなみに爾者ともMu　Yam　al－Shuyakhという原本からの抜粋版

　であり，前者には1446名，後者には1193名の伝認が収録されている。その大半はハディース学

　者であるが詩人やセルジューク朝官僚なども含まれている。またシャーフィイー派に隈らずハナ

　フィー派の人物も含まれている。

18）　《旅》を意味するアラビア語名詞はリフラ　（ri摯1a），ペルシア語名詞はサファル（safar）であ

　る。両者とも一般には多くの日数をかけて行われる長距離移動を示す際に用いられる。サムアー

　エーも自身の遊学をリフラと衷現している一方，メルヴの三々への訪問についてはりフラとは表

　現していない。

19）　上記註2で挙げた先行研究を参照。

20）先行研究の概要については森由2007：83－84を参照。夢［Jえば「近東における中世浦添たちの旅

　行パターン」と題したPetry　1985や「中世イスラム世界におけるウラマーの移動性」と題した湯

　川1979はウラマーの地域間移動を扱った研究の典型例である。ホラーサーン地方のウラマーに関

　してはBulliet　1970；森山2004が『ニーシャープール史』を手がかりに彼らの移動傾向を分析し

　ているものの，その主眼は地域間移動に向けられており，都市圏内の移動はほとんど扱われてい

　ない。一方イブン・フンドゥク　（lbn　Funduq，　h．565年（1170年）没）の生涯を紹介した森本

　2006は，彼がバイハク地方のシシュタマド村で生まれ，その地方とニーシャープールとの間を繰

　り返し行き来したことを指摘しており，本稿の比較材料として参考になる。
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　第二に，それが《都市→村落》方向の移動を証言しているという点である。従来のウラ

マー研究においては，《村落出身ウラマーがより高度な学術環境を望んで都市へ集まってい

く》という《村落→都市》方向の移動は指摘されているものの，《都市→村落》方向の移動

は十分に検討されていない21）。また従来の研究では，ウラマーは概して都市で活動する人々

であるというイメージが強く22），彼らの都市内部での生き方や活動，あるいは活動の場とし

ての宗教施設一モスク，マドラサ，ハーンカー等一の研究が重視されている一方，

ウラマーと村々との関係，あるいは村々に住むウラマーの存在は注目されていない23）。サム

アーニーに関しても，彼が都市メルヴ内のニザーミーヤ・マドラサやアミーディーヤ・マド

ラサで教授（mudarris）を務めたことは指摘されているものの，彼とメルヴの村々との関

係を詳細に検討した研究は管見の限り存在しない24）。

　そこで本論考では，サムアーニーの諸著作に記された上記のような彼の村落訪問記録を紹

21）例えば湯川［1990：244－246〕は，中世イスラーム世界の諸都市をバグダードやカイロのよう

　な「大センター」，ニーシャープールやイスファハーンのような「地域のセンター」，メルヴやカ

　ズウィーンのような「地方のセンター」に分類した上で，

　　　このように分類できるとすると，例えば，アッバース朝時代ならば，バグダードを頂点とし

　　　た学問のセンターのピラミッド状の階層分布が想定できる。より上位のセンターほど幅広い

　　　底辺から人材を吸収できるわけで，それがさらに多くの人を引き付けるということになる。

　　　ウラマーの移動はこのピラミッドの階段に沿って上に登っていくかたちで行われた

　と述べる。このような図式からは都帯から村へと向かうウラマーの姿は毘えてこない。

22）　例えば私撫［1986：53］は

　　　ウラマーの活動拠点は都市である。既に述べたように十二世紀ころより主要なイスラム都布

　　　にはマドラサ等の建設が促進され，またカーディーを初めとする有給の職が増設，制度化さ

　　　れていった。これらはウラマー調度を維持していく上で極めて好都合な状溌であり，都市に

　　　は多数のウラマーが集まるようになった。

　と述べる。また湯用£1992：262］は前近代のウラマーについて，ウラマーと都驚との間の本質的

　つながりを否定しつつも社会的経済的条件によりウラマーが都市に集巾することを指摘し，

　　　もちろん，このことは都瑠にしかウラマーと呼ばれる人がいなかったということではない。

　　　田舎の村や町にも，都市にいる轟名な学者と肩を並べるような人は，めったにいないにして

　　　も稀にはいたし，モスクやコーラン学校があれば，申・下級のウラマーと呼べるような人が

　　　存在したことは確かである。しかし，これらのウラマーは，「ウラマーと都市」という結び付

　　　きを崩すほど量的には多くない。

　と述べる。加藤2003は上記2者ほどはっきりとは述べていないが，都市民を構成する重要な要

　素としてウラマーを採り上げている。しかし森本2006を見てもわかるように，12世紀以前の

　ホラーサーン地方のウラマーに関しては，このようなイメージをそのまま当てはめることは難

　しい。

23）　ウラマー研究全体の傾向については三浦1995を参照。なおニーシャープールの名家の活動を分

　晒したBulliet　1972は彼らの一部が地芝であったという点を指摘しているが［ibid．：11］，彼らの

　村々での活動については検討していない。

24）Kamaliddinov　1993はAnsab中に見られる中央アジアの村落情報を網羅的に収集，検討して

　いるが，サムアーニー研究よりも申央アジア歴史地理研究に重きを置いており，サムアー＝一自

　身の行動についての検討は不十分である。
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介し，それらに見える村落訪問の理由について検討する。それにより従来のサムアーニー研

究およびウラマー研究が見過ごしてきた《メルヴ都市圏（という特定地域）内の移動》と

《《都市→村落》方向の移動》に光をあて，それらがもつ意味や重要性を明らかにしたい。な

おその過程において付随的に，メルヴにおけるウラマー社会の人間関係の一端が具体的に示

されることとなろう25＞。

1　都市メルヴとその周辺の村々

　1　底屈メルヴの立地状況および歴史的背景

　都市メルヴは現在のトルクメニスタン共和国の東部，ムルガーブ川の下流に位置した。西

暦1221年にモンゴル軍によって徹底的に破壊され，その広大な遺構のみが現在まで残って

いる26＞。同都市の誕生はアケメネス朝期（前550～前330年）に遡るとされる27）。いわゆる

「シルクO一ド」上の要地として大いに栄えたようである。アラブ・ムスリム軍がこの地を

征服した後はムスリムによる中央アジア征服および支配の拠点とされ，ウマイや朝野（66i

～750年）にはホラーサーン総督がここに駐在した28）。同王朝末期にはいわゆる「アッバー

ス家運動（Da‘wa　al一‘Abbaslya）」がこの地で勃発し，後のアッバース朝（749～1258年）

の成立へと導いた。その後，中央アジアにおけるムスリムの支配領域が拡大するにつれ，メ

ルヴは前線基地としての意義を失っていくが，アッバース朝，夕一ヒル朝（821～91年），

サーマーン朝（873～999年），ガズナ朝（977～1187年）などによる支配の時代を通じて

ホラーサーン地方の主要都市としての重要性を保ち続けた。11世紀，セルジ＝一ク朝

（1038～1194年）が勃興すると，メルヴは同王朝の都の1つとなりさらなる繁栄を得た。

サムア心隔ーが生きた12世紀初頭には，スルタン・サンジャル（Sanjar，位1118～1157

年）の都として最盛期を迎えた。しかし1153年，そのサンジャルがトルコ系グズにより捕

25）　なおメルヴのウラマーを扱った研究にはRadfar　1372　Kh．；Ranjbar　1343　K：h：235　一　237；西村

　2003などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

26）　メルヴ遺跡の考古学調査の概要についてはBelenitskil　et　al．1973：211－219；Herrmann　1999

　を参照。なお近奪，ロシア，トルクメニスタン，イギリスの研究者らによって遺跡調査が進めら

　れている。WiHiams　2007はその成果の一一つであり，同著者による研究書Marvα♂一S雁切伽’

　The　Medieval　City　of　Sultan　Kala，　Merv，　Turhmenistan．　Urba？z　DeveloPment　from　the　7th　to

　the　！3th　Centuryも近日中に出版される予定とのことである。

27）　アラブ征服以前のメルヴについてはさしあたってマッソン1970：139－169を参照のこと。

28）　ウマイや朝期には数万にのぼるアラブが同都市へと移控した。彼らは都市内だけでなく都市周

　辺の歳々にも居住したようである。おそらくこのことが，後世のメルヴ都市圏において村々がウ

　ラマー人材供給地として機能したことの一因と推測される。サムアーニー家もアラブの出竃であ

　ることを自称している。彼ら移住アラブの状況に関してはShaban　1970：32　一　34　i9参照。なおア

　ラブ徳服以降のメルヴ史の概略についてはYakubovskii＆Bosworth　l991；Farldanl　l992　b；

　Faridani＆Vali　1992；HomayUn　1992；佐藤1994；Kennedy　1999；Vall　l992等を参照のこと。
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らえられた後は徐々に衰退の道を歩んでいった29）。

　2　都帯メルヴ周辺の三々について

　イスラーム期のこの都市の様子については，イスタフリー（al一王§takhri，生没年不詳（IO

世紀））に代表されるIO世紀の地理学者たちがヴィヴィッドな記述を書き残している［i：l

ttdgd：　94；　Masalik：　258　一　263；　Mu‘jam　5：　132　一　136；　＄Ura：　434　一　437；　Taqaslm：　298　一

299，310－312］。それらについては研究者らが十分に引用，検討しているのでここでは触れ

るまい3。〉。本稿の対象である都市周辺の村々については，地理学者たちの著作にはほとんど

情報を見いだせないが，サムアーニーのAnsabとヤークート（Yaqat　al一耳amawI，　h．626

年置1228年）没）の地名辞典Mのα㎜al－Bulddn（本稿ではMu‘jamと略記）に比較的多

くの記述が見うけられる。先に述べたとおりAnsabにはメルヴの村名ニスバが169個収録

されており，そのAnsabのデータを引用しつつさらに独自のデータを付け加えているのが

Mu‘jamである。両史料合わせると計195の小都市，村落名が記されており，同名の村など

を考慮すると最低でも202の小都市，村落の存在が確認される。このうちAnsab中で都市

29）　グズのサンジャル拉致についてはBosworth王968：152　一　157；K6ymen　1991：399－466を参照。

30）詳しくはMeft的1992：87－100；a1一恥dithi　1990：331－339；Le　Strange　1930：397403を

　参照のこと。なfO’　Barthold（Soucek（tr））1984：35－46；Me£t的1992は都市メルヴだけでな

　くムルガーブ用流域の歴史地理を検討しており，メルヴの寸々の状況を知る上で参考になる。



サムアーニーとメルヴの村々 27

とみなされたものは2っ（al－Dandanqan31），　Qarinayn），　Mu‘lam中では3つ（Qarlnayn

が村とされ，Faz32），　Jlranj，　al－Dandanqanが都市とされている33））あり，その他は全：て

村となっている34）　　従って以降この202個に言及する場合は「小都市，村落」とは書か

ずただ「村落」とのみ記す　　。これらの情報は先行研究によってすでに集成　紹介され

ているが，念のため本稿でも稿末の【表1】で一覧に供している。

　なお，上記202の村落のうち，筆者の仮定したものも含め122について都市メルヴから

の距離データを得ることができる。それをまとめたものが稿末の【表2】であり，またそ

の表の数値をグラフ化したものが【グラフ1】である。このグラフからは，2っの特徴，す

なわち第一一に都市メルヴから2ファルサフ（≒12km）および5ファルサフ（in　30　km）

の位置に村が集中していること，第二に都市メルヴから8ファルサフ（≒48km）以遠で

村の数が激減していること，を読み取れる。第一の点をどのように解釈すべきかは議論の余

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地を残すところであるが，第
　35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二の点から判断して8ファル
　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サブ付近がメルヴ都市圏の境

　25
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　域であったことはほぼ間違い

　ユむ
数　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　あるまい35）。ただしメルヴ都

　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であったから，南の方向では

　　1f　　2f．　　3f．　　4f．　　5f．　　6f．　　7f．　　8f．　　9£．　　10£　　11£　　12f．　13f．　14f．　15f．

　　　　　　　　　　　職（f、，、akiD　　　　　　　　　　　沿って15ファルサフ（≒90

　　グラフ1都市メルヴからの距離と周辺村落数との関係　　　　km）付近まで伸び36），西南

31）　ただしMuntakhabとTabbirにおいては，　al－Dandanqanは村とされている［Muntakhab
　3　：　1324；　Tahbir　2　：　29，　139i．

32）　このFazという地名はおそらくBazと同じ場駈を指し示すが，後者はMu‘jamにおいて村とさ

　れている［Mu‘jam　1：382］。

33）なおやークートはSinjを村と定義しっっ，「それは大きな驚になった（＄arat　madlnatan

　‘a4imatan）」と記述している［Mu‘jam　3：299］。

34）　ちなみに10世紀のアラビア語地理書にはメルヴ都毒圏の地名が10数欄記されているが，その

　多くは都市とみなされている。しかしそれらの大半はAnsabやMu‘jamにおいては村とされて

　いる。この違いの理由は不明である。

35）　ちなみに10～11’世紀のニーーシャープールについて検討した溝水［玉990：271は，その都衛圏

　をヂ「都市」ニーシャープールよりおよそ一閃行程の範囲」と指摘している。

36）　都市メルヴから15ファルサフ　（＃90km）の位置にあったカリーナイン　（Qarlnayn）はメル

　ヴの村というよりはマルウ・アッルーズ街道の宿場町的な存在であったろう。それゆえ10ファル

　サフ　（≒60kln）の位置にあったジーランジュ　（Jiranj）がメルヴ都市圏の繭端と書えるかもし

　れない。
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　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　図2　メルヴ都市圏の距離概念図

西の方向では：一シャープール

街道に沿って10ファルサフ

（tny　60　km）付近まで伸び，そ

の他の方向，特に北側では砂地

（ramDや荒無地（barriya）

に阻まれ5ファルサフ（≒3G

km）付近までに限られていた。

このような状況を概念図で表す

と【図2】のようになる。本稿

の舞台であるメルヴの村々はこ

のような地域空間を構成してい

たのである37＞。

　3　メルヴのウラマー社会

　本稿冒頭で述べたように，サムアーニーのAnsabは本来ウラマーの持つニスバの派生源

について説明した人名辞典である。したがってそこに記録された地名は基本的にウラマーの

出身地であり，上に示したようなメルヴの村々も農村というよりはむしろウラマーの人材供

給地であった。このような輝々から構成された上記メルヴ都市圏は，当地のウラマー社会の

空聞的広がりを反映した地域像だとみなすこともできよう38）。

　ところでニーシャープールにおける窪ニーシャープール史』と同様に，メルヴにおいても

『メルヴ史（Tα擁んんMa7w）』あるいは『メルヴの人々の歴史（Ta　’rikh　al－Mardwiza）』な

どと呼ばれる所謂f地方史文献」が数種類執筆されたことが知られている39）。現在ではその

37）　ただし衰1に収録された総々のうちBalaqan，　Barwanjird，　Buznan，　Khalidabadh，

　Zarazm，　Zumluq，　Shirnakhsh1r，　Gharq，　Firyanan，　Kushfnihan，　Kaniukan，　Mihrabandaqsha’i，

　Naranabadh，　wahkanといった村々はサムアーニーの時代には荒廃していたという。

38）　バルトリド（Bartol’d，　V．　V．）はBartol’d　1966：174においてメルヴ都市圏のことを「文化地域

　（kurtumaia　polosa）」と記しているが，都市メルヴだけでなく都帯周辺村落からもウラマ・一が

　箪出している状況を考えれば，まさにぴったりの表現だと霊える。なお同論文ではA1魚，

　Siqadhanj，　Makhuw舶といった村々の位置が比定されており参考になる。

39）筆者は日本オリエント学会第50回大会（2008年11月2日，筑波大学）において陰メルヴ史』

　解題　　　12世紀以前のものを中心に一」と題した発蓑を行い，岡文献が11種類（準『メル

　ヴ史』を含めれば13種類）存在した可能性があることを明らかにした。この内容についてはいず

　れ別稿にて詳しく論じる予定である。なおサムァーニーも『メルヴ史』著者の一人である。
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全：てが散逸してしまっているが，諸本に残された逸文から判断する限り，それらの多くは他

の地方史文献と同様に，伝記記事を多く含んでいたものと想像される。その逸文の中に次の

ようなものがある［Ansab　3：175；Ansab（M）：f．280　b］。

　　ズワ・アルカンジー（al－Zuwa－al－qanjl）：　～中略～　このユスバはズワ・アルカンジュ

　　（Zuwa－al－Qanj）にちなむ。それはメルヴの村々の1つであるスィンジュ村にある有名な地区で

　　ある（hiya　maballa　ma‘rafa　bi－qarya　a1－Sinj　min　qura　Marw）。～中略～　その出身者には，

　　アフマド・プン・ウマル・アッズワ・アルカンジー　（A垣mad　b．‘Umar　al－Zuwa－al－qanji）40）が

　　いる。アブー・ズルア・アッスィンジー（AbO　Zur’a　al－Sin“）4Dは彼の〔著書｝メルヴのための

『歴史』の中で（fi　7〕α擁肋一hi　li－Marw）以下のように言っている。「アフマド・プン・ウマルは

スィンジュ村の出身であり，ズワ・アルカンジュに注んだ。」

この記述からは，スィンジュ村出身で同村在住のアフマドなるアーリムの伝記記事がア

ブー・ズルア・アッスィンジーのゼメルヴ史』に掲載されていたことがわかる。つまり『メ

ルヴ史』の掲載対象となるウラマーには，都市メルヴのウラマーだけでなく，このような

村々のウラマーも含まれていたということになる。

　そもそも『メルヴの人々の歴史』という書名に見られる「メルヴの入（マルワズィー）」

という概念は，都市メルヴ出身者に限られずメルヴ都市圏内の村落出身者ないし村落在住

者をも含みうるものであった。例えばAnsabに次のような記述がある［Ansab　5：569；

Ansab　（M）：£　578　a］o

　　ワーフカ一画ー（al－wahkani）：　このニスバはワーフカーン（wahk5n）村〔の名〕にちなむ。

　　私（サムア一曲ー）はそれ（ワーフ回心ン村）がメルヴ〔都市圏〕の栂々に含まれると考える。

というのも，この＝スパをもつ人物（al－muntasib　bi－hadhihi　a1－nisba）がメルヴの人（Mar一

　　wazi）だからである。私はこの村の名前を聞いたことがなかったが，おそらくこの村は廃櫨に

　　なったか珊の名前になったのであろう。〔このニスバをもつ〕彼は，アムル・プン・ハフス・アル

　　ワーフカーニー（‘Amr　b．耳aおal－wahqani）’t2）である。

この記述によれば，著者サムアーニー自身はワーフカーンという村の名前を知らなかったが，

この村名ニスバをもつアーリム（ここではアムル）が「メルヴの人」だったので，この村を

メルヴの村と判断したのだという。サムアーニーが下したこの判断は《ある村落の出身者は，

村落出身であるがゆえにその村名ニスバを持つ一方，その村を含む地域の出身でもあるがゆ

えにその地域名ニスバをも持ちうる》という地名ニスバの特質を理由としているに違いない。

40）彼の没年等の詳細は不明である。

41）　サムアーニーはAnsabにおいて彼の『メルヴ史』から多くの記述を引用しているものの，彼

　自身の情報について全く記していない。他の人名録にも彼の伝記は見あたらず，彼の経歴等は

　いっさい不明である。

42）彼の没年等の詳細は不明である。
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いずれにせよ多寡はさておき「メルヴの人々」の一一部は明らかに村落出身者／在住者だっ

たのである43）。メルヴのウラマー社会は，都市メルヴ出身者ばかりでなく，このような村落

出身者／在住者によっても構成されていたのである。

H　サムアーニーによる村落訪問

　上記のように村々の存在感が強いメルヴ都市圏のウラマー社会では，都市圏内の《都市⇔

村落》間移動および《村落⇔村落》間移動が活発に行われていたと考えられる。とくに従

来のウラマー研究で指摘されている《村落出身ウラマーがより高度な学術環境を望んで都市

へ集まっていく》という《村落→都市》方向の移動は，これだけの村々を抱える地域だけに

相当多かったに違いない44）。しかしながら本稿では冒頭で述べたような理由から，サムアー

ニー ｩ身の《都市→村落》方向の移動に注目してみたい。

　サムアーニーは，Ansab，　Muntakhab，　Ta取birの記述から知られる限りで，実に26の

メルヴ周辺の廉々に直接訪れている45＞。稿末の【表1】中，地名の後ろに＊印の付されてい

るものが彼の訪れた場所である46＞。以下ではそれらの村落訪問記録を具体的に引用しつつ訪

問の理由について考えてみよう。

　1　学問（特にハディース伝承）のために

彼の村落訪問において最も多く見られる訪問理由は，農桑にいたウラマーに学問，特にハ

ディース学の教えを乞うというものであった47）。本稿「はじめに」で引用したバシ＝バ

43）　ちなみにMuntakhab，　T的b玉r両史料には，「メルヴの人（min　ahl　Marw）」と分類された人

　物が82名，「メルヴの○○村の人（min　ahl　qarya　OO　ibda　qura　Marw（○○は地名））」と分

　類された人物が43名確認される。前者82名のうち21名，後者43名のうち6名が名前にマルワ

　ズィー・ユスバを持っている。

44）実際，Ansab，　Muntakhab，　T碑b1rに収録されたウラマーの伝記を晃ていると，多くの村落

　出身ウラマーが少なくとも一一一一一・度は都市メルヴを訪れていたことがわかる。また都市メルヴに移住

　した村落出身ウラマーの例［Muntakhab　2：1171；3：1796；Ta鋤ir　2：348］や，「都市メルヴ

　をしばしば訪れた」と説明されている村落在｛主ウラマーの例［Ansab　1：402；Ansab（M）：f．

　92a；Muntakhab　2：1054；Ta垣b1r　l：439］も見うけられる。

45）おそらくサムアーユーはこの26村以外の田々にも行ったであろう。Muntakhab　1：479；2：

　694の記述によれば彼がアルザンカーバーズ（Arzanqabadh）村とフスラーバーズ
　（Khusrabadh）村にも行ったように判断できるが，　Ansきbに両村の説明がなく裏付けが得られ

　ないので本稿では訪問先に含めなかった。

46）　ちなみにヤークートもjunajird，　Jlranj，　al－Dandanqan，　Sawsaqan，　Fashan，　Hurmuzfarah

　といった村々に自ら訪れている◎

47）少なくとも11村（Bakhjarman，　Bashba，　Bazanshah，　JUbar，　Jlranj，　Kharaq，　Sinj，

　Fund1n，　Kushmihan，　Kamsan，　Naws）において彼は勉学活動を行っている。
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キー・ニスバの説明記事にそれが典型的に示されているが，その他にも以下のような記録が

ある［Ansab　1：294；Ansab（M）：f，68　a］。

　　パフジャルマーニー（al－Bakhjarmani）：　～中略～　このニスバはメルヴの村々のうちの玉っ

　　でアンダラーバ（Andaraba）〔村〕の近くにあるパフジャルマーンと呼ばれる村〔の名〕にちな

　　む。～中略～私（サムアーニー）はこの村でハイサム。プン。クライブ（al－Haytham　b．

Kulayb）48）のハディースの一部をムハンマド・プン・ムハンマド・アッサラワーティー（Mu一

hammad　b．　Muhammad　al－Salawati）49）から昭々に聞いた。彼（ムハンマド）はそれをハリー

リー　（a1－Khalili）5。）から娠承し，ハリーリーはブザーイー　（a1－Khuza‘i）51＞から，　ブザーイーは

　　ハイサム〔本人〕から伝承したのであった。

このような理由による村々への訪問は，ウラマーの伝統的な勉学活動の一環であった52）。セ

48）　彼はal－Musnad　al－Kαbirの著者アブー・サイード。アルハイサム。プン。クライブ・プン・

　シュライフ。プン・マーキル・アッシャーシー（AbO　Sa‘ld　al－Haytham　b．　Kulayb　b．　Shuray燐

　b．Ma‘qil　al－Shashl，　h．335年（946年）没）である［al－Zirikli　1996，8：105］。

49）　彼はムハンマド。プン・ムハンマド・プン・アブド。アルハミード・プン・アビー。アルカー

　スィム・プン・イブラーヒーム・プン・アルハイサム・アッサラワーティー・アルバルヒー

　（Mubammad　b．　Mubammad　b．　‘Abd　al－IJamld　b．　Abl　al－Qasim　b．　lbrahlm　b．　al－Haytham

　al一§alaw5ti　a1－Balkhl，没年来詳）である［Ansab　3：552；Ansab（M）：f．354　b］。

50）　彼はアブー。アルカースィム・アフマド。プン・ムハンマド・プン・ムハンマド・プン・アブ

　　ド・アッラーフ・ア・ルハリーリー・アッディフカーン・アッズィヤーディー（AbO　al－Qasim

　Abmad　b．　Muhammad　b．　Muhammad　b．　‘Abd　Allah　al－Khalill　al－Dihqan　a｝一Ziyadl，　h．　492

　年（1098－9庫）没）である［Ansab　2：394；Ansab（M）：f．206　a；Siyar　19：73　一　74］Q

51）　彼はアブー・アルカースィム・アリー・プン。アフマド・プン・ムハンマド。プン・アルハサ

　　ン～以下ナサブ略～アルフザーイー（Aba　al－Qasim‘AII　b，　Abmad　b．　Mubammad　b、　a1一

　輩asan．．．al－Khuza‘i，　h．411年（1020年）没）である〔Ansab　5：246；Ansab（M）：f．519　a；

　Siyar　17：199　一　200］0

52）　例えばAnsab　5：75；Ansab（M）：f．484　aには

　　　アブー・ムハンマド。ヒッバーン・プン・ムーサー・フン・サワード。アルクシュミーハ

　　　ニー・アッスラミー　（A馳Mul］ammad輩ibban　b．　MOsa　b．　Sawad　al－Kushmihanl　al－

　　　Sulaml）。彼は信頼の置ける正員な人物であり，イブン・ムバーラクの著書の伝承者であっ

　　　た。人々は彼を臼指して旅し，彼の村〔クシ＝ミーハン〕で彼から〔直に本の内容を〕聞い

　　　た。　～中略～　彼はh．231～233奪（845　一　6～847－8年）ごろに亡くなった。

　とあり，メルヴにおいて古くから勉学騒的で恐々を訪れるウラマーが多かったことを示唆してい

　る。また以下に引用するアブー・アブド・アッラーフ・アルファドル・プン・ムーサー・アッ

　スィーナーニー（A磁‘Abd　Al15h　al－Faql　b．　MOsa　al－Sinani，　h．1910r　192庫（806－70r　807－

　　8奪）没）にまつわる逸話もまた，古い時代におけるウラマーの勉学目的の村落訪問を示す一例

　である［Ansab　3：365；Ansab（M）：f．323　b］。

　　　　彼（ファドル）の墓はスィンジュ　（Sinj）から近いラーマーシャーフ（Ramashah）とい

　　　　う村にあるのだが，〔その村に彼の墓があった理由は〕人々が彼に着せた無実の罪によって彼

　　　がスィーナーン村を出てその村（ラーマーシャーフ）に住んでいたからである。これは次の

　　　ような事情によるものであった。

　　　　　スィーナーン村は彼のもとへ知識を求めてやってきたよそ者たち（pl，　al－ghuraba’）や放

　　　浪者たちlllのせいで疲弊していた（daqat）。そこで人々は〔一計を案じ〕ある女性との密会／
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ルジューク朝期以降，都市メルヴにはマドラサが建てられたが，ハディース学のような口承

を重んずる学問においては師を求めて遊学するこのような勉学活動が依然根強く行われてい

たのであり，サムアーニーもそれに倣ったのである。

　ちなみにサムアーニーは，このように自ら村へ出向き学問を教わる一方で，村に住む優れ

たアーリムを都市メルヴへ招附するということも行っている。以下の記述からその様子が伺

える［Ansab　3：466；Ansab（M）：f．340　a3。

　　シャッワーリー（a｝一Shawwaii）：　このニスバはシャツワール（Shawwal）にちなむ。それはメル

ヴの四々の1つであり，〔都市〕メルヴから3ファルサフ（≒18　km）のところに位置する。とてもす

ばらしい村である。そこには我々けムアーニ一家）の私領地（day‘a）がある。～中略～　その

出身’者にはアブー・ターヒル・ムハンマド・プン・アビー・アンナジュム・プン・ムハンマド・

アッシャッワーリー・アルハティーブ（Aba　Tahir　Muhammad　b．　Abi　al－1　ajm　b．　Mu＃ammad

a1－Shawwali　al－K：haちlb）53＞がいる。～中略～彼はときどき〔メルヴの〕町（balad）へやっ

て来ていた。我々が彼に〔彼のもとで〕ブハーリー5’1＞の認油漉‘α」づ碗ψを読むため町へ来てく

れるよう求めたので，彼はそれに応えてくれたのであった。我々は〔都市メルヴ内の）バルム

ウィーδ5）・ハーンカーにおいて彼のもとで〔ブ四一リーのαたεα腕やを〕読んだ。56）

x
　　　（al－ijtima‘bi－mra’a）を｛皮に関係付け〔彼を慰めようと計っ〕た。人々はあらかじめその女

　　　性に物を与え，彼女に虚偽を蕾白させたのである。ゆえにファドルは彼らの村からラーマー

　　　シャーフ村へと移った。ところがその後スィーナーン村の耕地が皐麩にあい，奴穫が減少し

　　　た。入々は困惑し，ついに彼に戻るよう懇願した。そこで彼は雷つた。ヂ私はあなた方が私に

　　　嘘をついたことを知らせるまで渓らない。あなた方が言ったようなことは身に覚えがない。」

　　　それゆえ人々はこのことを白状したが，彼は彼らに知らせて肥った。「私は嘘つきで罪深い住

　　　民のいる村には住まない。」

　　　（※Ansabではmarrinとあるが，　Ansab（M）ではbaladiyyln（町の考たち）とある。）

　　この逸話からは，高名なアーリムを慕って村を訪れるfよそ者」ウラマーの存在を確認できるQ

　積極的に村々へと赴いたこのようなウラマーは，ときに村の農民から疎ましく思われるほどに数

　が多かったのである。なおこの逸話1こは，村に住むアーリムがさらに胴の村へと移住する様子も

　記されており，メルヴ都蜜圏のウラマーの間で《都市⇔村落》間の移動ばかりでなく，《村落⇔

　村落》間の移動も行われていたことがわかる。また畢魎による収穫減少を理由にファドルに村へ

　の帰還を求めたという点は農民がファドルを塑考とみなしていたことをうかがわせ，農村におけ

　るウラマーの役割を考えさせられる内容だと書える。

53）An甑b同箇所によれば，彼はh．532年（1137－8庫）にシャツワール村で没し同村に埋葬され

　た。一方’Muntakhab　3：1673　一　74；Tahbir　2：267－8によれば，彼はh．533年ズー・アル

　　カーダ月16日（1139黛7月15H）に同村で没した。

54）著名なブハーり一（AbポAbd　AII蝕Mubammad　b．　lsma‘ll　al－Bul〈harl，　h．256黛（870年没）

　のことである［RobsOn　196e］。

55）　アブー・パフス・ウマル・プン・ムハンマド・プン・アリー・プン・ハイザル・アルバルム

　　ウィー（Ab自耳af＄‘Umar　b．　MulJammad　b．‘Ali　b．　ljaydhar　al－Barmuwi）。　h．535年（1141

　奪）没。Ansab　1：331；Ansab（M）：f．　76　bを参照。

56）　Muntakhab　3：1673　一　74；Ta垣blr　2＝267－8にもこれと岡様の記述があるが，　Muntakhab

　では後半部が次のように記されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
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この記述にはサムアーニー自身がシャツワール村へ行ったことを示す内容は含まれていない

が，サムアーニー家の私領地がこの村にあることが示されており，彼がこの村へ行ったこと

を推測させる根拠となっている。いずれにせよ彼は，このように村々に住むウラマーを都市

メルヴへ招聰することにより，あるいは先述のごとく昭々に住むウラマーのもとへ葭ら赴く

ことにより，学問を通じた彼を中心とするメルヴ都市圏ウラマー人脈を作り上げていたので

ある。

　2　葬儀参列のために

　上詑のような学問を通じたウラマーとの交際では，交際相手のウラマーは基本的にサム

ァーニーの師であった57）。それゆえそれらのウラマーは大抵サムア一辺ーより年上であり，

当然ながら彼より先に亡くなる場合が多かった。MuntakhabやTahbirに掲載された彼の

師の伝記には，多くの場合，没年，隣地，埋葬場所などが記されている。

　このような師の死に際して，彼は必要かつ可能な場合には葬儀に参列し，死者のための礼

拝を行うなどしていたようである58）。村で亡くなった師に対してもそれは例外ではなく，以

下の記述が示すように，そのためだけにわざわざ村へ出向くこともあった［Muntakhab　3：

1460　一　1461；　Tabbir　2　：　133　一　134］．

　　アブー・アルファドル・ムハンマド・プン・スライマーン・プン・アルハサン。プン。アムル・

　　プン・アルハサン・プン・アビー・アムル・アルフンディ一碧ー・アルマルワズィー　（AbU　al－

　　Fadl　Mubammad　b．　Sulayman　b．　al－Hasan　b．　‘Amr　b．　al－Llasan　b．　Abl　‘Arnr　al－Fundini　al－Mar－

　　wazi）。フンディーン（Fundln）村の人。～中略～私はメルヴにおいて，そしてフンディーン

　　村において，　彼から　〔彼の講義を〕書き聖つた。　～申略～　彼はh．544年：ムハッラム月20日

　　（1149年5月30日）日曜日の2つの礼拝の間（bayna＄alatay　yawm　a1－abad）にそこ（フン

　　ディーン村）で亡くなり，月曜Hの午後に埋葬された。私（サムアーニー）は彼に対する　〔葬儀

　　の〕礼拝のため，また彼の埋葬のためにフンディーン村へと出ていった。

この記述からは，サムアー＝一が亡くなった師に対して弔意を示すために村へ赴いたことが

伺える。ここには，単に学問上の理由からだけではない，人間嗣士の付き合いの中で生まれ

Xa
　　　我々（サムアーニー達）は，彼（ムハンマド）のもとで副一εα腕ヶを読むために，彼に〔メル

　　　ヴの〕ll弩に滞在してくれるよう求めた。ξその求めに応じ〕彼は町に滞在した。〔当時のメル

　　　ヴの〕　シャイフたちは我らがシャイフ，　ウマル・プン・アビー・アルファドル・アルバルム

　　　ウィーのハーンカーに集まったものだったが，私は彼（ムハンマド）のもとで，あるいは他

　　　の〔集まっていた〕シャイフたちのもとで認一Sα厚地の全てを読んだのであった。

57）一説によればサムアーニーの師の数は7000入にも及ぶと雷われ［Naj1　Salim　1975：20］，彼の

　著作には膨大な数の師の名前が記載されている。しかしその一方，彼の弟子の名前はほとんどわ

　からない。例えばSiyar　20：460には8人の名前が見られるのみである。このように，彼の人間

　関係について史料から明らかになる部分はほぼ師との関係に限られている。

58）例えばAnsab　4：339；Ansab（M）：f．417　b；Muntakhab　3：1797を参照。



34 西村淳一

る義理や人情によって促された村落訪問の様子を見出すことができるのである。

　3　墓参詣のために

　上記の葬儀参列記事にも示されているように，村出身のウラマー，あるいは村に住むウラ

マーは，亡くなるとその村に埋葬されるのが普通であった。仮に何らかの理由で村を離れて

いるときに亡くなってしまった場合でも，以下の引用に見られるように，亡骸は村に戻され

て後に埋葬されたようである［Muntakhab　3：1866；Ta取bir　2：394］。

　　アブー・アムル。アルヤサゥ・プン・ムハンマド・プン。アビー・アルフサイン・プン・ア

　　ビー・ウマル・プン・アリー・プン・ムハンマド・プン・アルヤサゥ・アッディフカーン・アル

　　ファーシャーニー（AbU‘Amr　al－Yasa‘b．　M晦ammad　b．　Abi　al一耳usayn　b．　Abi‘Umar　b．～Ali

　　b．M蜘alnmad　b．　al－Yasa‘al－Dihqan　al－Fashani）。ファーシャーン村の人。村の長（muqad－

　　dam）であった。～中略～　彼はh．549年ラビーウ・アルアッワル月（1154年5－6月）に〔メ

　　ルヴの〕町（al－balad）で亡くなった。彼〔の遷骸〕は彼の村に運ばれ，そこで埋葬された。

この記述では，ヤサゥなる人物が都市メルヴで亡くなったとき彼の亡骸は故郷ファーシャー

ン村に運ばれて埋葬されている。都市メルヴには大きな墓地がいくつか存在したが59），彼は

それらに埋葬されることもなく故郷の村に葬られたのであった。この記述同様，以下に引用

する記述においても，亡くなったアーリムの亡骸は住んでいた村に戻されて埋葬されている

［Muntakhab　3：1735－1736］o

　　アブー・ナスル・アルムザッファル・プン・アルダシール・プン・アビー・バクル・プン・アブ

　　ド・アッサマド・アルカーティブ・アルマルワズィー（AbU　Na§r　al－Muzaffar　b．　Ardas願r　b．

　　Abi　Bakr　b。‘Abd　a1一＄amad　al－K：atib　al－Marwazi）。　～中略～　彼の出生地は　〔メルヴの）町

　　の中（fi　al－balad）であったが，町の上手にあるサディーワル（al－Sadiwar）村に住んだ。　～中

　　略～彼はh．560年ラビーウ・アルァーヒル月（1165年2－3月）にクラフトハーン（Kulakhtu一

khan）村で亡くなった。そして〔彼の遺骸は〕サディーワル村へと移され，ラビーウ・プン・ア

ナス・アルバクり一（al－Rabi‘b．　Anas　al－Bakrl）60）潮（mashhad）のそばに埋葬された。私

（サムア・一＝一）は彼の墓を参詣した。61）

59）　ジャッスィーン（Ja§§in）墓地［Ansab　2：63　一　64；Ansab（M）：f．130　b；Mu‘jam　2：164］，

　S－n－j－dhan（読み方不明）墓地［Muntakhab　2：676；Tabbir　1：218他］，クシャーンシャー

　フ　（Kushanshah）墓地［Muntakhab　3：1545；Ta肋ir　2：188］，　トゥワイク路地（sikka

　Tuwayk）墓地〔Ansab　1：495；Ansab（M）二f．113　a］などがあった。　Ansab，　Tabbir，

　Muntakhabにおいては2番霞のS－n－1－dhan墓地の埋葬例が多く晃うけられる。サムア一斗ー

　自身も死後その墓地に埋葬されている［T．Shafi‘iya　7：185］。

60）　h．139年　（756－7年）　没　［Siyar　6：169－170］0

61）　この記述はT的bir　2；309　一　310にも見られるが，そちらでは遺体の移送および埋葬に関する

　記述が省略されている。
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かくして村のウラマーは，たとえ亡くなっても村に埋葬されることで村のウラマーたり続け

たのであった62）。そしてこの記述に見られるように，死者となった彼らを訪ねること一

すなわち墓参詣一一もまた，サムアーニーの村落訪問の一目的となっていたのである。

　メルヴ都市圏におけるサムア一手ーの墓参詣事例は，上に引用したサディーワル村の例を

含め，少なくとも7村（Sasajird，　Sadlwar，　Sinj，　Furahinan，　Firyanan，　Kushmihan，

Hurmuzfarah）で確認される。そのうちの1っには以下のような記述が見られる　［Ansab

4：377；Ansab　（M）：£　426　b］．

　　この村（フィルヤーナーン（Firyanan））はメルヴのバージュフースト（Bajl〈hast）〔村〕のそば

　　にあり，今は廃嘘となっている。しかしアブー・アブド・アッラフマーン（Aba　‘Abd　al－Rall一

man）63＞の墓がそこに残っていて，人々はそれを参詣しその〔墓の｝周囲を廻るのである。私

　　（サムアーニー）もそれを幾度となく参詣した。

この記述には，埋葬者のもつバラカに頼ろうとして墓の周囲を旋酢9するメルヴの人々の姿

が描写されている。サムアーニーがこの墓に「幾度となく参詣した」のも，おそらくは人々

と同じような動機によるものであったろう。

　このような目的での村落訪問の背景には，イスラーム世界全体における聖者崇敬や聖天参

詣の流行があったと考えられる65）。サムアーニーは上記7例以外に，自ら行くことのなかっ

た4村（Jawarsa，　al－Dandanqan，　Zarazm，　Fanin）中の墓や参詣に関しても記録を残し

ており，それらはさながらメルヴ都市圏内の参詣地を案内しているようでもある。その4村

中の1村であるジャーワルサ村に関して，サムアーニーは以下のように記す［Ansab　2：13；

Ansab　（M）：f．　120　a］．

　　それ（ジャーワルサ村）はメルヴから3ファルサフ（≒18km）の位置にある村である。そこに

　　はアブド・アッラーーフ・プン・ブライダ（‘Abd　Allah　b．　Burayda）66）の墓がある。メルヴとその

近郊（a1－nawahl）の人々は，バラーアの夜67）にそのもとへと集まる。

62）　ただし村落出身アーリムがメルヴの墓地に埋葬される例も少ないながら存在する。例えば

　Ansab　2：317；Ansab（M）：f．187　b；Muntakhab　2：1258を参照。

63）彼はアブー・アブド・アッラフマーン・アフマド・プン・アブド・アッラーフ・プン・ハキー

　ム　（ないしバカム）・アルアタキー・アルマルワズK一・アルフィルヤーナーニー　（AbU‘Abd

　al－Rabman　Ahmad　b．　‘Abd　Allah　b．　lfaklm　（or　al一￥akam）　al一‘Atal｛1　al－Marwazl　al－

　Firyan5nl，没年未詳）である〔Ansab　4：155，377　一　378；Ansab（M）：f．426　b］。

64）　ここでの墓旋回は明らかにメッカのカーバ神殿での儀式「タワーフ」を模した行為である。こ

　のような行為はイスラーム世界各地の聖墓参詣において晃うけられる。

65）　イスラーム世界における聖墓参詣の歴史については大稔1999：151－160を参照。

66）教友ブラKダ（h．6e～63年（680～683奪）ごろ没）を父に持つアラブ出自のタービゥ（預

　言者の教友の後継者）。父ブライダとともにメルヴへ移住しh．115年（733－4年）に亡くなった。

　彼については西村2003を参照。

67）　「バラーアの夜」はシャーバーン月15日夜，あるいはその時行われる祭を意味する。詳しくは

　Brunschvig　1960を参照。
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こ口記述は，ウラマーを含む12世紀の人々の墓参詣への志向，そしてそれによってメルヴ

都市圏内で人々の活発な往来があったことを如実に物語っているのである。

　4　私領地訪問のために

　ところで，上記第1節で引用したシャッワーリー・ニスバの説明記事の中に記されている

通り，サムアーニー家はシャツワール村に私領地（day‘a）を持っていた68）。残念ながらサ

ムアーユーの著作中には彼自身がその村へ行ったことを示す記述は見つからないが，先述

したような彼とこの村のアーリムとの人間関係から考えても，彼がその村を訪れたことは

想像に難くない。このシャツワール村を含め，サムアー＝一家の私領地はメルヴ都市圏内

の4村（Andaq，　Zab趨ya，　Sinj，　Shawwal）に確認される69）。そしてこの中でスィンジュ

村に関してのみ，サムアー＝一は以下のように自ら訪れたことを明記している［1例目：

Muntakhab　2：788－789／2例目：Ansab　3：318；Ansab（M）：f．　313　al。

　（1）アブー・アフマド・ザーキル・プン・アビー・バクル・プン・アフマF“・アッスィンジー・ア

　　　ルガラービーリー　（AbO　A垣mad　Dhakir　b．　Abi　Bakr　b．　A垣mad　al－Sinjl　al－Gharabill）。

　　　スィンジュ村の人。～中略～私（サムアーニー）は〔メルヴの〕町（al－balad）において，

　　　そして彼の村スィンジュにおいて，彼から〔ハディースを〕聞いた♂G）

（2）アブー・アルアッバ・一ス・アフマド。プン・ムハンマド・プン・サッラージュ・アッスィ

　　ンジー。アッタッハーン　（Aba　aFAbbas　A華mad　b．　Muhammad　b．　Sarraj　al－Sinji　al－

　　Tahhan）。～申略～　彼はh．400年（1009－10爺）以降に亡くなった。彼の墓はスィンジュ

　　村B－shakh地区7Dのモスクの端にある。私（サムアーユー）は何度もそれを参詣した。

特に2例目は，彼が何度もこの村を訪れたことを示唆しており，彼とこの村との結びつきの

強さを物語っている。これらの記述によれば彼の訪問理由は学問と墓参詣のためであったが，

頻繁に訪れていたとすれば私領地管理も理由の1っだったのではないかと想像される。ちな

みに学問や墓参詣以外の目的でこの村を訪れたことも事実あったようであるが，その点につ

いては以下第5節で取り上げることにする。

　なお，サムアー＝一とスィンジュ村との結びつきという点に関して付言すれば，以下に引

用する記述も興昧深い［Ansab　3：317；Ansab（M）：f．313　a］。

68）　セルジ＝・・一ク朝期の土地所有の諸司についてはラムトン1976：55－79が詳しい（ただしダイア

　に関する説明は乏しい）。

69）　このうちZabeyaの私領地に関して，サムアーニーは「我々はそれを祖先（jadd－na　al－a‘la）

　から相続した」と説明している［Ansab　3：134；Ansab（M）：f．　270　a］。

70）　このザーキルなる人物はスィンジュ村の集会モスクの挺話人であった　（kana　yatawalla　amr

　al－masjid　al－jami‘　bi－ha）。　h．546年（1151黛）没。彼の記事はTabblr　1：2751こも見られるが，

　そこではサムア一越ーがスィンジュ村に行ったことを示す記述は省略されている。

71）　この地区名の読み方は不明である。
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アブー・ダーウード・スライマーン・プン・マーバド・プン・カウサジャーン。アッスィンジー

（AbU　DawUd　Sulayman　b．　Ma‘bad　b．　K：awsajan　al－Sinj1）。　～中略～　彼（スライマーン）は

h．257年ズー・アルヒッジャ月（871年10－11月）にスィンジュ村で亡くなった。私はこの村の

人々に彼の墓を新しくすることを命じた。そして〔私自身の手で〕焼きレンガに彼の名前と没年

を書き記し，それを彼の墓の石板上に置くためにその村へと送った。墓は／その村の｝T－z－n72）

　　と呼ばれる地区の荒地の中にある。

この記述からは，サムアーニーがこの村の内部の問題に自ら関与し，それに関して村人たち

に指示できる立場にあったことがわかる。もしかするとこの記述は彼の私領地管理の一例な

のかもしれないが，いずれにせよ彼とこの村との結びつきの強さを物語る好例と言えよう73）。

　5　戦争仲裁のために

　上記第1節から第4節に見られるサムアーニーの村落訪問は全て彼の《村へ行きたい》と

いう能動的な動機に基づいたものであった。しかしAnsab中のある記述を見ると，場合に

よっては《村へ行かされた》という受動的な村落訪問事例も存在したことがわかる。それは

以下のような記述である［Ansab　1：458；Ansab（M）：f．105　b］。

　　トゥルカーン（Turkan）はメルヴの村である。　～中略～私（サムアー＝一）がこ：の村の名を〔こ

　　こに〕記したのは，私が〔別な場飯への〕移動の途中に（mujtazan）そこでハディースを聞いたと

　　いうことをあなた〔という読者〕に知ってもらうためである。私は，グズ軍（‘askar　al－Ghuzz）

　　が戦闘のためファーシャーン砦のそば（ta斌垣i6n　Fashan）に駐留していたとき，その村で二泊

　　した。彼ら（グズ）が和睦〔交渉）のため私を連れてきていたのである（kanut　qad　abdaranl　li一

　　1－mu6alaha）o

この記述において，彼がトゥルカーン村でハディースを聞いたというのは翻次的な出来事に

過ぎない。彼は戦争の仲裁役として半ば強制的にその村へ連れてこられたのであった。

　このような戦争仲裁のための村落訪問事例は，上記のもの以外にもう一つ，以下の記述に

見うけられる［Ansab　3：317；Ansab（M）：f．313　a］。

　　h．550年ラジャブ月　（1155年8－9月），グズ軍（‘askar　al－Ghuzz）がそこ　（スKンジュ村）にあ

　　る砦（hi§n）を包囲すべく丸1ヶ月　〔スィンジュ村に〕駐留した。彼らは砦の守備隊（ahl　al－

　　bi＄n）と交戦したが，それを征服することは出来なかった。その後も彼らは幾度となく，2ヶ月，

　　3ヶ月とそれを包囲し，結局努力の来（ba‘da　jahd），　h．555年ジュマーダー・アルウーラー月

72）　この地区名の読み方は不明である。

73）　ちなみにサムアー一一はスィンジュ村の長だったアブー・ムハンマド・アルハサン・プン・ム

　ハンマド・プン・イスマーイール・プン・シュアイブ・アッスィンジー　（AbQ　Muhammad　al－

　Hasan　b．　Mubammad　b．　Isma‘il　b．　Shu‘ayb　al－Sinji，　h．536年（1141年）没）とも面識があっ

　た〔iMuntakhab　2：661；Ta皐bir　1：213］。
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（1160黛5－6月），砦側と和睦を結んだ。その時の仲裁役（ai－mutawassi㌻）が私（サムアー

　　ニー）であった。

この記述の場合，彼が仲裁役に指名されて強制的に村へ連れてこられたのか，あるいは仲裁

役を買って出て自発的に村へやって来たのか，どちらなのかはわからない。ここで登場する

スィンジュ村は上記第4節でも捲摘したとおり彼との結びつきが非常に強い村であったから，

後者であった可能性も十分に考えられる。しかしそもそも戦争自体が起こっていなければこ

の時の訪問はなかったわけであるから，その意味においてはこの訪問もまた彼にとって受動

的な行為だったと言えよう。

　このような戦争仲裁という理由による村落訪問は，サムァーニー自身が望んだか望まな

かったかに関わらず，メルヴ都市圏における彼，そしてサムアーニー家の名声や威信を一層

高めたに違いない。彼は都市メルヴばかりでなく都市周辺の順々の安全保障問題にまで関

わった，まさにメルヴ都市圏の名士だったのである㍗％

お　わ　り　に

　以上のように本稿では，サムアーニーの硬磁作中に見られる彼のメルヴ村落訪問記録につ

いて，それらに見られる訪問の理由を①学問（特にハディース伝承）のため，②葬儀参

列のため，③墓参詣のため，④私領地訪問のため，⑤戦争仲裁のため，の5っに分類しっ

っ，各々の具体的事例を引用して検討を行った。それにより，都市メルヴだけに限らず，

様々な理由によりメルヴ周辺の村々をも日常活動の場とした一アーリムの姿が詳細に明らか

となった。なお，これら5っの理由の各々は必ずしもメルヴ都市圏での村落訪問に限られた

ものではなく，しばしば他の地域での村落訪問の理由にもなった75＞。しかし，これら5っの

全てが見られるのはメルヴ都市圏での村落訪問の場合のみであり，サムアーニーとメルヴの

村々との結びつきがいかに強かったかがここからわかるのである。

　最後に，本稿の意義を2っの側面から指摘し，稿を締めくくることにしたい。

74）　なお本節で引用した2っの戦争仲裁事例に関しては，年代記や史書などからの裏付けを得るこ

　とはできなかった。

75）　彼はたとえメルヴ都市圏以外の地域においても村々へ行く労を惜しまなかった。例えば

　Muntakhab　1：290（イスファハーンにおいて），　Muntakhab　2：1262；Tabbir　l：588（四一

　シャープールにおいて），Muntakhab　3：1604；Tabbir　2：223（バルブにおいて），　Ansab　3：

　492；Ansab（M）：£344　a；Muntakhab　3：1479（ヘラートにおいて），　Ansab　4：525；Ansab

　（M）：f，458a（サマルカンドにおいて）等で他地域での村落訪問事例が見うけられる。

　Muntakhab　2：963に見られるナサーでの事例では，サムァーニーがあるアーリムの住む村を訪

　れようとしたときに先方がそれを気の毒がって自らナサーの町まで出てきてくれたという。
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　1　サムアーニー研究における本稿の意義

　イスラーム世界の人名録，例えばイブン・ハッリカーン（lbn　Khallikan，　h．　681年

（1282年）没）のYVafayditαごrA顕πやスブキー（al－Subki，　h．771年（1369年）没）の

Tαbαqdit　al一翫姻勿αal－Kubrdiなどに掲載されたサムアー＝一の伝記には，彼がイスラー

ム世界東部の各地一一束はマー・ワラー・アンナフル地方から西はシリア地方，アラビア

半島にまで至る　　を遊学したことが必ず記されている〔T．Shafi‘iya　7：181－182；Wa－

fayat　3：209－210］　76）。人名録を執筆したウラマーにとっては，このような広域にわたる

遊学が彼の学識の深さを示すバロメータの1つだったからである。それゆえ彼を扱った従来

の研究においても必然的にこの点が注目されることとなった。そしてそのような研究によっ

て描き出されたサムア一国ー像は，イブン・ジュバイル（lbR　Jubayr，　h．　614年（1217年）

没）に象徴されるような地域を越えて活動した旅行家的なアーリム像であった。しかし本稿

で検討したとおり，彼の著作中に冤える彼自身の移動記録からは，地元メルヴの村々へと積

極的に足を運ぶ彼の姿も浮かび上がってくる。上記②や④や⑤の村落訪問理由に見られるよ

うに，こうした臼常的な短距離移動にはメルヴ社会の一員としての名士的なアーリム像が表

れているのである。

　なおスルタン・サンジャル期の行政文書例文集‘A・tαbaα1－Katabαに収録された一文書に

よれば［‘Ataba：87；Halm　1974：87〕，サムアーニーはサンジャルによって「都市メルヴと

その近郊におけるシャーフィイー派のライース職（riyasat－i㌻abaqat－i　lmam　Muttalibi

Shafi‘1（ra孝iya　Allah‘an－hu）dar　shahr－i　Marv　va　navabi－yi　an）」や「集会モスクに

おけるハティーブ職（khi㌻abat　dar　masjid－i　jami‘）」などのさまざまな要職を任されてい

た77）。その結果彼は「トルコ系およびペルシア系のアミール，ウラマー，シャイフなど，都

市メルヴとその近郊の全ての名士たち（kaffa－yi　a‘yan　va　mu‘tabiran　qa＄aba－yi　Marv

va　nava逐一yi　an　az　umara　va‘ulama　va　mashayikh　Turk　va　Tazik）」から非常に敬意

を払われ，万事において彼らから相談を受け，彼らに指示を出す立場にあったという。この

ように彼はメルヴでも名士中の名士であったが，そのような立場から想像されるイメージ

ー都市に居座って陳情を受け付けるイメージー一とは裏腹に，農らの足で彰々を歩き鼠

らの目で都市圏の様子を把握した，フットワークの軽い人物であった？8）。

76）彼の伝記はこれら2人名録以外にも多くの文献に掲載されている。Lubab　1：13－16；Siyar

　20：456　一　465；Shadharat　4：205　一　206；T、　Dimashq　36：447－449などを参照のこと。

77）　この記述申には　「彼　（サムアーニー）はマグリブ　（diyar　Maghrib）やシリア　（bilad　al－

　Sham）に行って……」と詑されているので，彼のライース就任は少なくとも彼の1回目の遊学

　（h．529～538年（1134－5～1143－4年）にかけてシリアやバグダードを訪れた旅〔Naji　Sa｝im

　l975：23　一　24］）の後のことであったと推測される。この記述からはサムァーニーのような名士を

　利用してメルヴ都市圏における支配の安定を図ったセルジューク朝の政治姿勢を見て取れる。

78）本稿第頁章で見たとおり，彼はh．555年（U60年）に戦争仲裁のためスィンジュ村を訪れてお／
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　2　ウラマー研究における本稿の意義

上記5っの村落訪問理由のうち⑤に関してはサムァー＝一の個人的資質や社会的立場に

よってもたらされた特異な事例と言えるが，他の4っ，中でも①に関しては彼に限らず多く

のウラマーを総々に導いた一一般的な理由であったと考えられる。例えば次の記述を見てみよ

う　［Muntakhab　3：1559；Tabblr　2：196－197］。

　　アブー・マンスール・ムハンマド・プン・アリー・プン・マフムード・プン・アブド・アッラー

　　フ・アッタージル・アッズーラヒー　（Ab自Man§ar　Muhammad　b．’All　b．　Mahmnd　b．‘Abd

　　Aliah　al－Tajir　al－Ziklahi）79）。～中略～　メルヴの村々の1っであるズーラーフ（Z削ah）村の

　　下身。～翻身～　彼は長寿を保った。人々は彼のもとへと旅し，ズーラーフ村は彼を求める学徒

や法学者たちの〔旅の｝目的地となった（r韻a王a　al－nas　ilay－hi　wa　＄arat　qarya　Zalah　maq＄ad

　　al－talaba　wa　al一’fuqaha’　bi－sabab－hi）e

この記述からは，メルヴのズーラーフ村にムハンマドなる優れたハディース学者が住んでお

り，彼に教えを請うためにウラマーがこの村を目指して旅をしていたことがわかる80＞。200

を越える村落があるメルヴ都市圏では，優れた学者は時としてこのように村落出身者／在

住者であったから，ウラマーはそのような人物から教えを得るべくたとえ遠い村であって

も労を厭わず出向いていったのであった。上記①の理由によるサムアーニーの村落訪問事例

もこのような一般的勉学活動の一例とみなすことができる。こういつた点から考えて，少な

くともメルヴ都市圏内に限って言えば，《村落出身ウラマーがより高度な学術環境を望んで

都市へ集まっていく》という《村落一一・・都市》方向の移動だけでなく，《都市出身のウラマー

が優れた師を求めて村々へ出面いていく》という《都市→村落》方向の移動も盛んに行われ

ていたことは明らかである。なお，都市メルヴに住むウラマーの中には，サムアーニーと同

様，上記③のように墓参詣を目的として，あるいは上記④のように私領地訪問を目的とし

Xa
　　り，またh．560年（1165年夏にも墓参詣のためクラフトハーン村を訪れており，彼がライース就

　　二二も遥々を訪れていたことはほぼ閾違いない。

79）h．524年の終わり頃か525年の初め頃（1130年11月～1131年1月頃）没。彼の伝記はSiyar

　　19：556－558にも晃られる。

8Q）　この記述以外に，村に往むアーリムのもとに人々が集まる事例として以下の記述もある

　　［Muntakhab　3：1678］o

　　　アブー・アルファトフ。アルムフスィン・プン・アブド。アルマリク・プン・アルムフスィ

　　　　ン・プン・サイード・プン・タルハ。アッタミーミー。アルフスラウシャーヒー　（Ab自al－

　　　Fath　al－Mulpsin　b．　‘Abd　al－Malik　b．　al－Mubsin　b．　Sa‘id　b．　Ta｝lpa　al－Tamlmi　al－

　　　Khusrawshahl）。フスラウシャーヒー（ママ）村の人。著名なディフカーンの一人で，彼ら

　　　　〔ディフカーンたち〕の顔役の一一人でもある。彼の家は学者たちや優れた人々が集う場所で

　　　あった（min　mashahir　al－dahaqin　wa　wujUh－him　wa　kana　bayt－hu　majma‘ahl　al一‘ilm

　　　wa　al－1〈hayr）o

　　この記述に見られるディフカーンは《地主》を意味すると推測される。おそらくこのムフスィン

　　なる人物（h．559奪（1164年）没）はウラマーのバトvン的存在であったのだろう。
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て81），あるいは上記⑤のように任務を帯びて82）面々に通う者もいたであろう83）。このような

村落訪問もまた，《都市→村落》方向の移動を活発化させる要困となっていたに違いない。

　メルヴにおけるこのようなウラマーの移動は，都市と村落双方のウラマーを構成要素とす

る当地のウラマー社会を実質的にまとめる役割を果たしたであろう。本稿の内容からは，都

市メルヴに住むウラマーと周辺村落に住むウラマーとの問の相互訪問による強い結びつき，

あるいは都市と村落との違いすら感じさせない連続性，そして双方を含んだ都市圏ウラマー

社会の一体性を垣聞見ることができる。都市と村落との連続性や一体性はすでにラピダス

（Lapidus，1，　M．）によって指摘されているが［Lapidus　1969：60　一　69］　8’i＞，そのような点を

ウラマー研究と絡めて実証的に論じようとする試みはこれまで乏しかった。従来のウラマー

研究では都市におけるウラマーの活動に注目が集まっており，村落に住むウラマーの情報が

比較的豊富なメルヴ・ウラマーの研究は従来のものとは一線を画したウラマー像およびウラ

マー社会病を明らかにできる可能性を秘めているのである。しかしこの社会のより詳細な実

態解明については，今後のさらなる研究を待たねばならない。

　本稿で扱ったようなサムアーニーの記述は，それらが腎虚身の経験に基づいた，極めて一

次性の高い情報であるという点で非常に興味深い。本稿でも触れたように，メルヴを対象と

した地方史文献『メルヴ史』は全て散逸し現存していない。それゆえにそれらの記述の精査

こそが今後のメルヴ・ウラマー研究の進展を導いてくれる鍵なのである。
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ここで言うFメルヴの村落」とは，爾史料巾1こ「メルヴの村々に．含まれる村（qarya　min　qura　Marw）」あるい
はrメルヴにある轡（qarya　bi－Marw）」のように記されているものである。

なお本稿第1章第2節で述べたとおり，Ansab中で2つ（al－Dandanqan，　Qarinayn），　Mu‘jam中で3つ
（Faz，∫lranj，　al－DanClanqan）が都衛と定義されている。

口中の糧落の纈序は，Ansabゆでの登場順に一一致させた（ただし169　Lakumalanを除く）。基本的にはアラビア
文字のアljフ・バー鑛に並んでいる（ただし115　Bab　Sanjan，140　Sinj　al一‘Abbadiを除く）。なおha’を頭文字

とするものは，現代のアリフ・バー噸と異なり，wawを頭文字とするものの後ろに位置する。
名醗の後に唾口が付いている場合はサムアーニー自身がそこを訪れたことを表している。
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表2　都帯メルヴと周辺村落との距離関係

都布メルヴからの距離 都帯メルヴ周辺の村落

1　farsakh　（≒6km）
Bab　Sarllan，　Babsh1r，　Ba隻kiyan，　Bamlan，　Darakan，　Darwazaq，　Dar1jaq，

yariyan，　Shawshabadh，　Shakalan，　Farwalan，　Mirmahan

2　farsakh　（需12km）

Arsaband，　Arwa，　Andaq，　Bagh，　Bas玉na，　Bansaraqan，　B痕yanah，沁lfar，

jhusrabadh，　K：husrawshah，　a1のinabadh，　Dinah　Mazda嶽，　Rlkanz，

yaboya，　Shafsaq，　Shiqq，　Shamihan，　Takhsh，　Tcsan，　Taysaf〔1n，

eursabadh，　Farhadhjird，　Funlukan，　Kulashkird，　M頗n，　Muljukan

3　farsakh　（需18　km）

Ushtakhwast，　Bursanjird，　Bakird，　Jawarsa，　Kharaq，　Riwqan，　Z負1ah，

ralmanan，　S亙qadhanl，　Shabrinj，　Shawwa互，　Shimakhshir，　Gharq，

eashan，　Fa頂n，　Firazabadh，　Makhuwan，　Mahiyan，　Mihrabandaqsha’i，

maws　Karanlan

4　farsakh　（≒24　km）
13alkhast，　Balashjird，　Bazanshah，　Jarira，　Jikhan，　Dars更nan，　Dalghatan，

rasajird，　Sawsaqan，　Gh戯an，　Fashan，　Furah玉nan，　Mabirsaln，

5farsakh（≒30　km）

玉fshlrqan，　Andaghn，　Badh1s，　Burz，　Bashba，　Bushwadhaq，　Ballan，

aurユdukan，　al－Botaq，　T〔1th，　Julakhtujan，　Junajird，　Dubzan，　Durbiqan，

ranqan，　Sanuwalird，　Sukandan，　Slnan，　Shabarab農dh，　Shil，　Gh負1qan，

earnabadh，　Fund董n，　Kaza，　Kushmihan，　Kamsan，　Lakumalan，　Nashk，

gurmuzghand，　Hurmuzfarah

6　£arsakh　（旗36　km）
Khabaq，　K：harちa㌻，　Rakhan，　Zarazm，　Zarq，　Zaghandan，　Shawan，

mafqa．n，

7　farsakh　（≒42　km）
Isfas，　B6z　（Faz），　Ramashah，．Zumluq，　Sinl，　Masむs，　Mil絢an，

mamakaban，恥rqan，
8　farsakh　　（≒48　krn）

ﾈ上
8f．：S熱amiran　／　10£．：」夏ranl，　a1－Dandanqan　／

P5f．：Qarinayn

o

o

o

o

この褒はAnsabとMu’jamの溝報（表1を参照）を基に作成されたものである。2史料の情報に差異がある場合

はAnsabの情報を優先させたQ
Farhadhjlrd（2f．）に関しては史料中ではヂ数f．」と記されており．平田な解離は不明であるが，ここでは便宜的

に2f．とした。

Bab　Sanjan　（lf．），　Mirmahan　（If．），　al－Dinabadh　（2f．），　Dinah　Mazdan　（2f．），　Rlwqan　（3f．），　Naws

Karanjan　（3L），　Baljan　（5f，），　al－Bataq　（5f，），　1〈aza　（5f，），　lsfas　（7f），　Ramashah　（7f．），　Zumluq

（7f．），　Milaqan（7fr），　Namakaban（7f．）に関しては2史料とも麗離を示していないが，史料中の記述をも

とに推定した。Fashan（4f．），　Hurmuzfarah（5f．）についても2史料とも距離を示していないが，　Masき罵【（1，

Kh．〉：25およびMasalik：284の満報に基づいたQ

Jiranj（10f，）は，　Masalik：284では6f．と記されているが，ここではMu‘jamの駒報に従った。圓様にQa顧ayn

も，Masalik（1．1〈h，）：32でtま25　f，と記されているが，ここではMu‘jamの情報に従った。


